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ごあいさつ

今日ここに、企業メセナ協議会によるわが国初のメセナ大賞の授賞

式を行う運びになりました。過去一年にわたってとくに優れた芸術

文化支援を行つた 9社の企業にメセナ賞をおくり(それらの企業の

なかからさらに1991年度の大賞、特別賞を決定いたします。

受賞される企業各位に心からお祝いを申し上げるとともに、公平か

つ真摯に選考を重ねてくださつた審査委員の皆様、調査に当たられ

た関係者の方々のご努力に深く感謝申し上げます。

企業メセナ協議会が発足したのは1990年 2月 、「文化の時代」を待望

する世論をバツクに協議会はわずかな歳月のうちに大きく成長し、

現在加盟正会員179社、準会員32団体を数えるにいたりました。メセ

ナ大賞は、「文化を利用する」のではなく「文化に奉仕する」企業の文

化活1動を顕彰し、健全かつ有益な文化支援がいつそう増え、充実する

ことを念輌して創設されたユニークな賞です。しかし何分にもはじ

めての試みであり、果してどれだけの企業が自薦。他薦を含めて参加

してくださるだろうかと心配いたしました。しかしこうした懸念は

全くの杞憂に終わり、270を越えるプロジエクト(応募企業・企業財団

数、約lm)が全国から集まり、自熱した審査が行われるという予想を

上回る成果を得ました。今日、晴れの受賞に輝く企業の事例はいず

れも優劣をつけがたい創意あふれる企画であつたと聞いております。

選考過程を通じて、全国各地で多様、かつ積極1的なメセナ活動がくり

ひろげられつつあることもわかり、私どもはメセナ運)動をより深く

より広く推進して行く覚悟を新たにした次第です。

メセナ大賞は年度賞として、今後も毎年、授賞を続けてまいります。

芸術文化の向上に深い関心を寄せる皆様のご支援とご協力によつ

て、この賞が大きく育つてゆくことを祈念して私のごあいさつとさ

せていただきます。

社団法人企業メセナ協議会 会長

多tブ、J;なグ社
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メセナ大賞とは

わが国に所在する企業および企業財団によって1990年度(1990年 4月 1日

～1991年 3月 31日 )に行われたメセナ(芸術文化支援)活動のうちで、社会的、

文化的に高い貢献を行つた企業にメセナ賞をおくり、さらにその中から、メ

セナ大賞、メセナ特別賞を選定いたします。

この授賞が、企業メセナについて企業や芸術側だけでなく世論の皆様にも広

くご理解いただき、関心を深めていただくための契機となれば幸いです。

(敬称略・五十音順)

照明デザイナー

世田谷区立世田谷美術館館長

作曲家

(助 日本舞台芸術振興会専務理事

岩波ホール総支配人

都市建築家、東京大学助教授

大和総研(株)理事長

劇作家、大阪大学教授

制企業メセナ協議会理事長

選考の経過

応募数は、自薦・他薦を含め、270事業、約160企業および企業財団にものぼり

ました。全国から応募いただいた書類や貴重な資料の数々を拝見しますと、

支援対象の芸術文化も、多種多様で、全国で意欲的な活動がくりひろげられ

ていることが分かりました。選考過程では、メセナの理念・哲学をどう打ち立

てるか、具体的にどういう形が理想的メセナなのか、望ましくないメセナと

はどういう形か、善し悪しの判断の基準は何かなど、くり返し熱心に討議さ

れました。審査委員の方々からも「これほど多岐にわたる活発な意見が出

た審査会はめつたにない」というご感想をいただいた次第です。

大賞、特別賞の表彰もおこないますが、メセナ賞に入賞された9社の活動は、

実はほとんど甲乙つけがたいものでした。大賞その他の選出は今後、日本型

メセナを盛りあげていく上で、指針を示す具体例として選ばせていただきま

した。これを機に経済界と芸術界の良きパートナーシツプがさらに深まり、

よりいつそう素晴らしいメセナ活動が展開され、芸術文化が振興されますこ

とを祈念いたします。



第 1回 メセナ大賞授賞式

日時 :1991年12月 16日 (月 )14:00～ 15:30

会場 :草月会館(草月ホール)
東京都港区赤坂7-2-21

主催 :社団法人 企業メセナ協議会

11''オ
ープニング

開会のあいさつ…………・鈴木治雄(霧拿蓉基着
ナ
)

来賓祝辞

音楽演奏…… …̈ハープとフルート演奏

く曲目〉

。JoS.バツハ/ソナタ変ホ長調BWV 1031

。G.フォーレ/幻想曲
。C.サン=サーンス/ロマンス
。ドツプラー=ザマラ/ガジルダ幻想曲 吉野直子(ハープ)佐久間由美子(フルート)

小休憩

受賞企業表彰

選考経過報告…………根本長兵衛 (り会彗讐嶺蓬事)

入賞企業発表・表彰

特別賞発表・表彰

メセナ大賞発表・表彰

審査委員会から………………宮崎勇 (奎警奮
研い
)

⑪

⑪

Q鋤| ´′p¶ 甲瀞ダ

エンディング

閉会のあいさつ…………福原義春(り翁彗通讐套)

プログラム 司会進行‐.石尾和子

●閉会後草月会館2階にて、記念レセプションを開催いたします。



Association for Corporate Support of the Arts

メセナ大賞
1991

メセナ賞入賞企業

株式会社 lNAX
iNAX Corporation

岩谷産業 株式会社
iwatani international CorpOration

オムロン 株式会社
Omron Corporation

コニカ株式会社
Konica Clorporation

新日本製鐵 株式会社
Nippon Steei Corporation

セイコーエプソン株式会社
Seiko Epson Corporation

トヨタ自動車 株式会社
丁oyota Motor Corporation

林原グループ
Hayashibara Group

モービル石油 株式会社
Mobl:Sekiyu lKabushiki kaisha

(五十音順)



株式会社 INAX
INAX Corporation

生活文化創造企業としてのメセナをめざして

!NAXは、生活文化に関わりの深い企業で、事業そのものを生活文化創造業として

捉えています。企業の活動を通じて、日本の文化基盤の育成を考えていく。そして、

社員自身の文化度を高め、真の生活創造企業へと発展を続けています。したがって、

文化活動の企画、運営は、社員が中心となり主体となる、独自のすすめ方です。

このINAXのメセナ活動は、1981年に社会性。文化性を強調したコーボレート・コミュ

ニケーションの場として、オープンした銀座シヨールームの 2つのギヤラリーが、スタ

ートになります。

多領域にわたる文化活動を推進

2つのギヤラリーのうち「ギヤラリー 1」。ここは、企業ギヤラリーの草分け的な存在

といえます。建築文化に関するテーマ企画展を3カ月単位で実施し、毎回84頁のブ

ックレットも発行。その数もすでに50回を数えています。そして「ギヤラリー 2」で

は、コンテンポラリーアートの企画展を中心に展開。1990年には、100回を数え、“80年

代美術100のかたち"も出版しました。101回からは、現代美術の新人のためのギヤラ

リーという新しいコンセプトを打ち出し、国内外や年齢を間わずに作品を公募し、審

査するという方式にシフトしています。

さらに「名古屋ギヤラリー」でも、インダストリアルデザインをテーマに、講演会の開

催と共にブツクレツトを発行しています。そして「大阪ギヤラリー」の推進。メセナ活

動の範囲は全国規模で、広島、札幌などの地域密着の展開を続けています。

一方、文化講演活動の事業でも全国9カ所での「人・間・空・間セミナー」を開催。毎

月1回社会人のための講座「INAXアートスクール」も開催しています。

また日本国内だけにとどまらず、「INAX DESiGN PRIZE」は、広く海外へ向けた

文化活動です。1989年にスタートした、この顕賞事業は、海外デザイナーの作品応募

のなかから、毎年4名の受賞者を選定。INAX本社の工房で、日本のクラフトマンと

交流しながら創作活動を行ない、生活体験を共にするというユニークなものです。



岩谷産業株式会社
lwatani lnternational Corporation

音楽、この無形の文化遺産を21世紀ヘ

“モノ"の提供者としての枠を越え、音楽という“心の文化"の提供者として、時代の
要請でもある心のゆとり、心の豊かさが感じられる生活文化の実現に貢献したい。
そして、全国300万世帯の家庭にLPガスを供給するという極めて公共性の高い事
業部門をもつ企業として地域社会に密着した、しかも地域文化に貢献する活動の一

環として、広く社会に対して21世紀へ残すことのできる無形の文化遺産を提供して
いきたい。これが岩谷産業の企業文化活動の根幹にある考え方です。

民謡をユニバーサルなクラシックにする、ふるさと交響楽

岩谷産業では“クラシツク音楽を通じてわが国の音楽芸術の向上発展を図る"とい

う、NHK交響楽団の事業目的に賛同し、1田7年 7月以来多面的な事業協力を進め
ています。その事業協力のひとつが、〈日本民謡によるシンフォニック・スヶッチ～N

響ふるさとシリーズ～「ふるさと交響楽」〉づくりです。これは、日本各地のすくれた

民謡や独自の風土を素材に、一流作曲家に編・作曲を委嘱し、シリーズとして創作活

動を推進していくものです。現在、1988年の“江差"(北海道)から今年の“陸前の海"

(東北)まで 4年間で12曲が完成しており、NHK交響楽団によって初演されるとと
もに、各地での定期演奏会ではアンコール曲としても採用されています。なお、この

「ふるさと交響楽」づくりは、日本文化とヨー回ッパ発祥のクラシック音楽を融合さ

せるという全く新しい試みとしても注目を浴びています。このシリーズは、最終的

には各都道府県に1曲ずつの“ふるさと交響楽"ができるまで続けていく予定です。

さらに、創業60周年を迎えた1990年度においては、ひとつの区切りとして、全国各地

でのN響による「イワタニ・ライフアツプコンサート」、大阪センチエリー交響楽団に

よる創業60周年記念式典での「祝典曲」演奏、中国。大連での遼寧楽団による「中日友

好文化交流コンサート」を開催するなど、主に音楽部門でのメセナ活動を年間を通じ

て展開しています。



オムロン株式会社
Omron Corporation

企業理念と企業市民憲章を礎に

オムロンの経営の根幹は、1959年に制定された“われわれの働きでわれわれの生活

を向上しよりよい社会をつくりましよう"という、社憲(企業理念)です。

この社憲は、企業市民として人類・社会の向上発展に貢献することをうたつたもの

で、人間主体の経営を推進しようというものです。またオムロンには、直接的な社会

貢献を「社会公器性」として、人間尊重の基本に立ちかえり、人を中心とした社会。会

社のあり方を、企業理念の実践を通して追求する「企業市民憲章」があります。

この憲章の原則は、オリジナリテイと継続性、行動力と自発性であり、当然オムロン

らしさも意識しています。福祉・教育・科学。文化芸術など幅広い分野で、自身の向上

や、次代の創造に努力を惜しまない人びとへの支援と地域への密着性が、そのベー

スになつています。

'90年、多彩に芸術・文化を支援

1990年の春「クレアテイヴイタリア」に協賛。約1カ月にわたつて、東京・汐留で開催さ

れた同展は、イタリア式生活デザイン体験ミュージアムで、イタリアの生活用品を、巨

大な一軒の家に満たして紹介したイベントです。生活を楽しみ、遊び心も加えて産

み出されたイタリアデザインに13万人の入場者がありました。この年の夏 7月 は、創

作芸術「御室仁和寺夏調ベー
SUPER、 SESSiON成就」を開催。藤舎名生の横笛を

軸に、日野皓正のトランペツト、中村雁治郎の創作舞踊が優雅にクロスオーバーし、

オムロン発祥の地・御室仁和寺の宵をかざりました。

また一方では、ジヤンヌ・モローの「ゼリンヌの物語」日本公演に協賛しました。

継続しているメセナ活動として、'88年から毎月1回一般市民を対象に、政治・経済・

文化など、さまざまな方から味わい深いお話をきく、「オムロン京都文化フオーラ

ム」。'89年からは毎年東京で人間の可能性を探つてゆく「朝日ヒユーマンルネツサン

スフオーラムに協賛しています。これからも質の高い文化支援を行つていきます。



コニカ株式会社
Konica Corporation

芸術文化支援のパイオニアとして

コニカの企業文化活動は、明治・大正の時代にまで遡ります。そのひとつが、1923年
に設立した小西写真専門学校(現東京工芸大学)です。ここでは、映像文化を磨く学
問研究の場として、多くの技術者、芸術家を育成し輩出しています。

また創業以来、日本の皇室のご日常を記録する写真撮影を承つているのもコニカで
す。これらは、いずれも業界のパイオニアとしての自党と実績があつて初めて成し
遂げられた成果といえましょう。

企業の基本理念は、創造がキーヮードになります。“感動の創造"“信頼の創造"“価値
の創造"これらを消費者に提供することを掲げ、また自らが知的野生企業、高感度企

業、人間共感企業になる努力を続けています。

大英博物館。日本ギヤラリ…への寄付

小西六から社名変更を含むC:計画をしていた1田5年、ロンドンの大英博物館から

日本ギヤラリー建設の意向を受けたのが、この支援のきつかけです。社長の決断に

よる約2億円の寄付は、他社の追随するところとなり、火つけ役になったといえま

す。19"年 4月大英博物館では先陣を切つたことへの感謝と友好の意を末長く表わ

す証しとして、コニヵギヤラリーと名付けた一画を誕生させています。

この支援の他、コニカのメセナ活動の範中では「働コニカ橘保善会」を1966年に設立。

創業者の遺志を後世に継承する機関で、写真に関する学校や研究者を対象に、毎年

奨学金を出しています。また、新宿駅東回の「コニカプラザ」は、フォトギャラリーを

はじめ、さまざまなイベント広場です。ここでも、コニカプラザ奨励贅、アニチスト・プ

ライズを設け、作品発表の場としても、若手・新進の制作活動を支援しています。

また1田6年から協賛しているヨー回ッパ「歌舞伎公演」では19"年に“東京―パリ友

好都市記念事業"で協賛しました。

日米の学生を対象に、夏休みの研修旅行を提供している「ユースサミツト制度」の実

施も、グローノVレな企業文化の一面です。



新日本製鐵株式会社
Nippon Steel Corporation

若手クラシック演奏家の支援を

“若手クラシック演奏家にチヤンスを"。新日本製鉄は、物の豊かさと同時に文化の発

展が望まれるわが国にあって“日常の生活に潤いと新鮮な感動を与えてくれる音楽の

役割は、いっそう貴重になつてくる"との考えに基づいて、クラシツク分野での支援

活動を続けています。

わが国の若手アーティストは世界のトツプレベルの水準にありながら、国内で演奏

の機会が少ないため、海外に流出してしまうのが現状です。また、日本でコンサート

を独自に開くにはお金がかかりますし、お客の入りも余り期待できません。

このような現状をふまえ、新日鉄は文化活動のひとつの柱としてクラシツク音楽分

野の地道な支援を行つています。

音楽賞の創設、そして35年間にわたる無料コンサートの実施

ラジオ番組「新日鉄コンサート」は、旧富士製鉄時代から35年間にわたり提供を続け

ている長寿番組です。クラシック音楽がいまほど身近かでなかつた当時から無料公

開コンサートを開催し、一般市民に広くクラシック音楽を普及してきました。

この放送35周年と新日鉄創立η周年を記念し、19∞年「新日鉄音楽賞」を創設しました。

これは、若手のすぐれたアーテイストに贈る“フレツシュアーテイスト賞"と、その年

の音楽界で注目されたユニークな活動、企画などをした個人に贈られる“特別賞"の

2つです。“フレツシユアーテイスト賞"受賞者は、年内に新日本フイメリ 一ヽモニー交

響楽団と共演の機会が与えられ、“特別賞"はアーティストに限らず、評論家、プロデ

ユーサー、演出家、調律師など、ジヤンルを間わず広い視野から選考。1990年には、フ

レッシュアーティスト賞をヴアイオリンの諏訪内晶子さん、特別賞をソプラノの松本

美和子さんが受賞しています。なお、賞の創設と共に「新日鉄コンサート」のなかの

若手演奏家のリサイタルシリーズ“プロミシングアーティストシリーズ"を年 7回に

し、よりいつそう若手の発表の場を増やしています。



Seiko Epson Corporation

グローバルな視点で文化芸術の支援を

「全世界のそれぞれの地域において信頼される良い会社であり続ける」これが、セイ

コーエプソンの経営理念で、この基本に基づいて地域貢献活動を展開しています。た

とえば、世界同時「コントラクト・プリツジコンテスト」の支援では、その姿勢がパリ市

長賞という評価を受けました。またエプソン・オーストラリアは、1987年から、「シドニ

ー・シンフォニー・オーヶストラ」の支援を続けています。エプソン・ホンコンでは、科学

技術の発展など「地域貢献のための基金」も設立しています。

このように、金、人、物、スペース、情報、ノウハウなどのジヤンルで、セイコーエプソン

としていちばん適切な貢献をしていく。つねに地域貢献、芸術文化への支援を念頭

に、試行錯誤をしながら独自の“メセナ"を定義し、方向を模索、一歩一歩努力を重ね

ているのがエプソンです。

サイトウ。キネン・オーケストラとその支援方法

「サイトウ・キネン・オーケストラ」の結成は、偉大なチエリストであり、桐朋学園創設

者の一人であった、故斉藤秀雄教授の10周忌に、その教え子たちが、追悼コンサート

を行ったのがきつかけでした。その後、桐朋学園―期生の小澤征爾氏などを指揮者

に、1987年、1989年、1990年とヨーロツパで公演。日本のオーケストラとしては、初め

て伝統のザルツプルグ音楽祭に招かれる栄誉に輝いています。

セイコーエプソンでは、このオーケストラを1989年から支援。当時の中村社長は浅か

らぬご縁のあつた小澤氏より持ち込まれたこのオーケストラの趣旨と精神に共感す

ると共に「このオーケストラが世界に羽ばたく支援をしていこう」と決断をくだした

のです。いわゆる冠コンサートではなく、サイレントスポンサーでいこうという決断

もその時に決まつています。海外公演では、直接オーケストラの実行委員会と密な連

絡をとり、また公演の舞台になるヨーロッパでは現地法人と協力。まさに手づくり

のメセナという独自のジヤンルを確立しています。

セイコーエプソン株式会社



トヨタ自動車株式会社
Toyota Motor Corporation

経済と文化のバランスある地域発展のために

消費されるだけのフローの文化支援からストックの文化支援へ。プロセス重視型と

本番重視型の 2つの支援スタイルを確立。そして、トヨタの全国販売ネツトワークを

活用した活動の推進などなど。地域文化の向上をめざし、各地のアマチユアオーケス

トラなど、市民文化の支援活動を展開しているのがトヨタです。

活動の内容は、アマチユアオーケストラや地域文化のニーズを把握し、そのニーズに

対応した支援プログラムを展開していることです。

アマチュアオーケストラヘの積極的な支援活動

「トヨタ コミュニテイ コンサート」。これは、アマチユア最大の課題となつている財

政難や指導者不足に対応するため、トヨタ自動車いと全国のトヨタ販売店グループ

が、各地のアマチユアオーケストラを支援し、1981年から開催。財政面および準備、運

営、本番の舞台裏まで支援するコンサートです。1991年からは指揮者を通常より長

く派遣して指導してもらう、またバート練習ができるようにトレーナーを派遣する

など、実カアップを目指すオーケストラ向けに方式を充実させました。

「トヨタ青少年ミユージツクキヤンプ」は、地域文化の将来の担い手であるアマチユア

オーケストラの青少年メンバー約200名を全国から募集し、3泊 4日の研修を1985年

から毎年開催。世界 8カ国から青少年と指導者を招へいし、合同練習を行うととも

に、今後の国際交流のありかたについても協議しています。また、「トヨタミュージッ

ク ライプラリー」では、市民オーケストラの悩みのひとつであるオーケストラ用楽譜

の入手を手助けするため、1986年、ライプラリー(157曲 )を トヨタ自動車東京本社内

に設置。全国のオーケストラに無料で貸し出しを行つています。

また東京では、「ステーション リゾートコンサート」を開催。忙しく働くビジネスマ

ンやOLから広く一般公募し“丸の内交響楽団"を結成。本社ビル内で練習をし、東

京駅でニューヨーク・シンフォニック・アンサンブルと合同演奏会を行つています。






















